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手順書: [組織のコンテキスト]
1. 要約
1.1. 本手順書の目的は、神戸電気部品株式会社（以下、当社と称す）のマネジメントシステムの重要な構成要素を規定することである。
1.2. ここで重要な構成要素を規定することにより、組織の完全なコンテキストを理解することが可能となるとともに、従業員、顧客、規制当局、およびその他の第三者に伝達されることが可能となる。
1.3. またこれらを実施することにより、上級幹部は、戦略的方向を公表する手段を通じて会社をより良い方向に導くことができる。
1.4. 本手順書を実践し管理する責任は、マネジメントシステムリーダーにある。
2. 改定および承認
	Rev.
	Date
	Nature of Changes
	Approved By

	[Rev Number]
	[Date of Issue]
	Original issue.
	[Procedure Approver Name]

	
	
	
	

	
	
	
	


3. 製品およびサービスの適用範囲
3.1. 当社は、以下の製品およびサービスを提供する：
· 航空機用電気部品
· 部品の設置および使用上の技術的情報
3.2. 当社が提供することができない製品およびサービスの提供に関する制限事項（もしなければ、この項を削除する）は、以下である：
· 新製品の開発内容および顧客の極秘事項
4. 利害関係者
4.1. 「利害関係者」とは、当社の製品とサービスによって影響を受ける可能性がある関係者、あるいは、当社に大きな利害関係を有する団体である。これらは、以下（必要に応じて変更すること）に示されている： 
	利害関係者
	内部もしくは外部
	利害の事由

	顧客
	外部
	製品もしくはサービスの直接の受領者

	従業員
	内部
	当社の製品またはサービスの実現に責任を有する

	最終使用者
	外部
	当社の製品あるいはサービスの品質によって直接影響を受ける当社の直接顧客、あるいは最終使用者によって当社の製品は転売される可能性がある。

	供給者（販売業者）
	外部
	支援サービスまたは原材料の供給

	規制当局
	外部
	マネジメントシステムおよび当社の製品もしくはサービスに影響を及ぼす制御規制の厳しい指示を出す

	一般の人々
	外部
	リスクは低いものの、当社の製品もしくはサービスの欠陥が大衆の安全性に影響を与える

	認証機間
	外部
	iSO9001への当社の適合性を表する。従ってQMSの変更は通知されねばならない。

	競合他社
	外部
	顧客に製品もしくはサービスを提供する当社の能力に刺激を与える挑戦の機会を得る

	追加するならばここに
	
	


5. 懸念する内部の課題
5. 次表は、内部の利害関係者により引き起こされた、あるいは引き起こされるかもしれない懸念される課題である。（必要に応じて下表を編集すること）
	種類
	課題
	バイアス

	技術的
	当社は、現在一貫して製品を生産するのに十分で適切な技術的資源を有している。
	正

	従業員ベース
	熟練した労働力の必要な領域では、高度な熟練力が維持されている
	正

	従業員ベース
	従業員の離職率は低い
	正

	サプライチェーン
	原材料や重要なサービスに関連する品質問題が、単一の供給者または制限のある供給源のサプライヤーを使用する際に適切に対処されない場合がある。
	負

	もっとあるはずだから追加すること
	
	


5. 次表は、外部の利害関係者により引き起こされた、あるいは引き起こされるかもしれない懸念される課題である。（必要に応じて下表を編集すること）
	種類
	課題
	バイアス

	競合他社
	当社は、現時点では、この市場において重大な競争相手が存在していない。
	正

	社会および文化
	当社には、社会や一般大衆から否定的な反応をもたらす特段の論争を起こされていない。
	中立

	労働市場
	
	

	法令・規制
	
	

	経済状況
	
	

	ここに追加する
	
	


6. 組織のリスク
6. 上記の利害関係者と懸念する課題の分析に基づいて、当社は、全般的なリスクを以下のように特定した。（必要に応じて下表を編集すること）
	リスク
	可能性
	深刻さ
	緩和手段

	自然災害による事業中断
	低い
	高い
	事業継続計画を策定する

	労働争議による事業の中断
	中立
	高い
	労務対策の強化と継続

	重要な機器の故障
	高い
	高い
	機器のメンテンアンス強化

	製品回収
	低い
	高い
	出荷検査の強化

	重要な供給者を失う事
	低い
	高い
	供給者との交流を強化

	重要な要員を失う事
	中立
	高い
	待遇の見直し

	ここに追加する
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


7. 戦略的方向性
7.1. 上記の情報から、重役会は”戦略的方向性”を策定し、マネジメントレビューの記録に記載する。手順書「マネジメントレビュー」を参照の事。
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